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１．日本園芸療法学会の設立 

日本園芸療法学会が設立されて，10 年が過ぎた．

その前身である人間・植物関係学会の設立が 2001

年であるが，1990 年頃から園芸療法の話題が個人や

団体・研修会などで広まり，併せて 1999 年頃から

人間・植物関係学に関する具体的な動きがあり，

2000 年の設立準備会をへて，2001 年に人間・植物

関係学会が設立された．学会設立をへて，園芸療法

部会が設置され，私がその部会長を担当し，園芸療

法の学会発表，各種団体との交流などを継続してい

たが，毎年，園芸療法関連の発表が増えてきて，学

会のバランスを考えて，2008 年に部会とは別に園芸

療法学会を設立することになった． 

第１回大会は，私が理事長，大会長となり，東京

大学の鉄門講堂で開催した．理事には，医学，心理

学，福祉，看護，社会学，リハビリ分野，園芸，農

学など幅広い層の方々にお願いし，快く引き受けて

いただいた．以来，毎年の開催で，第 10 回大会が

2017 年の名古屋（南風原泰大会長）であった． 

  

２．日本における園芸療法の流れ 

日本における園芸療法の流れは，明治以来の巣鴨

病院や松澤病院における呉秀三，加藤普佐次郎らの

庭園造りや，森田正馬による森田療法の中での軽作

業期，作業期の園芸活動が実践されているし，式場

病院のバラ園や郡山精神病院の松林など，緑の植物

や環境への配慮があった．さらに遡れば京都の岩倉

病院や湯治場などにまで辿りつくであろう．このよ

うに，わが国には，環境，森林，庭園，園芸，盆栽

などへの固有な愛着の文化があり，人間が生きてい

る環境への気づきや配慮，いわば環境療法ともいう

べき視野がすでに存在していた． 

郡山精神病院，獨協医科大学，沖縄いずみでの園

芸療法の実際をふり返ってみよう． 

郡山精神病院は緑に囲まれた郊外にあり，玄関前の

バラ園やさつき園，裏の松林などが憩いの場所となっ

ていた．そのような緑の環境の中で，治療的諸活動が

なされていた．それまでの生活療法としての日常の作

業は平然としてなされていたが，それまでの具体的作

業が表現をめぐる治療的芸術療法へと展開された． 

（第 1 図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

獨協医科大学は，病院こそ高層建築であったが，

建物の周りに銀杏並木や庭園があり，病棟の窓から

や，あるいは散歩などで緑を楽しめた．また病棟内

にも花や緑を配置するよう心がけ，受動的園芸療法

の楽しみ，ささやかな配慮があった． 

いずみ病院はもともと一つの丘だったところを開

発した土地で，再び在来植物を植え続ける努力をし

て，ほぼ 30 年で亜熱帯の森を復元し，自然の森に

溶け込むように各種の園芸療法や芸術療法を実践し

ている．（第 2 図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１図 郡山精神病院正面 

 

第２図 いずみ病院前景 

本稿は，日本園芸療法学会 10 周年に際し，理事の方に

依頼したものである． 
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一口に園芸療法といっても，一般人への園芸活動

や施設での園芸活動などが，園芸療法の広がりとし

て進みつつあるが，治療としての園芸療法なのか，

趣味や福祉としての園芸活動なのかは，よく考えて

おく必要があろう．諸施設や病院などでの活動の一

環として“Horticultural activity in hospital （病

院での）as therapy（治療としての）” として援用

されている領域もあり，これは，今日では園芸福祉

という領域と臨接している．これに対して園芸療法

として対象者に適応するには，(1)対象者の特質（症

状，診断）(2)療法の目的と課題，(3)使用する技法の

検討をして，園芸療法の適応と禁忌を決めていくこ

とが必要であろう．やってみたが失敗したでは療法

としての責任がとれない．やっていいこと，やるべ

きこと，やらない方がいいこと，やってはいけない

ことなど，治療として対象者（患者さん）や家族に

説明，同意を得て治療契約をする時には，このよう

な適応の配慮と操作技法や目的（目標）が定められ

るであろう． 

このあたりの「広義の園芸療法」と「狭義の園芸

療法」との落差が大きく，誤解や理解不足も多いよ

うに思える．今日のわが国の園芸療法のこのような

曖昧さには，慎重な検討が求められよう． 

 

３．症例呈示 

① 統合失調症，30 代男性，無職 

言動のまとまりに欠ける慢性統合失調症が園芸部

長を自ら名乗って，園芸活動によりまとまりある行

動を獲得し，入院治療やデイケアの一環として作用

した．（第 3 図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 躁うつ病，20 代女性，会社員 

回復期に園芸療法を併用し，園芸による美的感性

の表現により抑うつを回復し笑顔に戻った． 

（第 4 図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 高次脳機能障害者，50 代男性，会社員 

自宅にて早朝に心停止，その後救急病院での１ヶ

月の入院治療をへて，当院でのリハビリ園芸を中心

とした表現療法を続け，約半年でほぼ正常機能を回

復した． 

 

④ 高齢者への園芸療法 

「マイプランター」を個々人の高齢者が育てるこ

とにより園芸の楽しみを想い出していって，回想法

として認知機能の維持に役立った． 

 

⑤ 園芸療法の広がりと作業療法 

これら個々の例以外にも，毎週 1 回の見歩く会に

より敷地散歩，園芸や花の話題など，主に作業療法

士による能動的ないし受動的園芸療法がなされた． 

 

４．これからの園芸療法の広がり 

それにしても，これからの園芸療法は狭義の園芸

療法を超えて，広義の環境療法の視点が必要となる

であろう．園芸療法には観る園芸（受動的園芸療法）

と，育てる園芸（能動的な園芸療法）とがある．多

職種連携が必要となり，エコロジーとしての視点の

導入が必要となる．すなわち，個人の心のエコロジ

ー，他人との共同・共感のエコロジー，社会や自然

と共存していく三つのエコロジーが求められている．

いわば(1)個人の心的エコロジー，(2)自己と他者をめ

ぐる「間合い」のエコロジー(3)社会・自然と調和し

ていくエコロジーの諸相である．（Ｆ.ガタリ） 

園芸活動が園芸療法として意識されたあたりから

芸術療法学会に園芸療法の発表が持ち込まれ，なる

ほどこのような表現療法もあるものだと，すぐさま

芸術療法学会との連携が進められた． 

問題は治療者の側が，園芸愛好家というだけでな

く患者さん(クライエント)との治療契約(約束)，治療

構造(時間，場所)，治療操作(プログラムの組立)を同

いずみの森の工房

第３図 園芸療法（室外） 

第４図 園芸療法（室内） 



 
 

 

意できるかという事にある．ややもすると，治療者

であるべき人が，自分の得意分野の手技を治療の中

(in therapy)や治療として (as therapy)用いてそ

の適応(indication)や禁忌(contra-indication)への配

慮のないままに園芸療法として進めていく経過もあ

るだろう． 

クライエント(患者)との契約なくして，好きな園

芸を園芸療法として，実践していくことは危険(リス

ク)が伴い，様々な事故をおこしかねない．今日の園

芸療法の問題の一つに，このような園芸療法の実践

がその治療構造の配慮なしに善意による園芸療法に

なり，治療上のトラブルや事故を生みかねない現状

がある．今後のわが国の園芸療法が，各領域，施設

などで広く安全に実践されていくために心得ておく

べき事である．それは健康人・一般市民への園芸活

動（福祉）の広がりと相補的に連携していくもので

あろう．（第 5 図） 
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第５図 園芸療法とその周辺 


